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	気づく
	［ねらい］
○自然と生き物の関係について考えるきっかけ（気づき）をつくる。

○図鑑などを用いて、生き物の特徴やすんでいる環境などを調べ、身近な生き物を探し観察してみる。

○実際に野外活動を行い、発見する喜びを共有させる。

○観察ノートを発表しあい、体験を共有させる。
	【各教科との関連】
理科４年　季節と生物［内容Ｂ（２）］
社会５年　森林資源の働き［内容（１）］
社会５年　特色ある地域の生活［内容（１）］
理科６年　生物と環境［内容Ｂ（３）］

○生物と環境の関わり（つながり）に気づかせるため、身近なフィールドに出る。

○森林にいろんな生き物がいることに気づき、豊かな自然が生き物の環境を守っていることを説明する。

○生き物が生きるための環境を守る活動があること、その環境を守る活動を説明する。

○児童の観察体験を共有させる。

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	調べる
・考える
	＜テーマ＞
○自分たちの身近な場所には、どのような生き物がすんでいるか話し合う。

○図鑑などを用いて、生き物の特徴やすんでいる環境などを調べ、身近な生き物を探し観察してみる。

○実際に野外活動を行い、発見する喜びを共有させる。

○地域の達人に聞く。
	○自然には、いろんな生き物がいることに気づき、豊かな自然が生き物の環境を守っていることを説明する。（生物多様性の世界を知る）

○里山や海・川にかぎらず、身近な自然の豊かさについて生き物を通して知るために、地域の自然観察会に参加することも検討したい。

○生き物が生きるための環境を守る活動があること、その環境を守る活動を説明する。地域の達人の出前講座も考える。

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	まとめる
	＜まとめる手法を学び、発表する＞
（例）
◎観察ノートを作ってみる。

○観察ノートの書き方を工夫して観察眼を養う。

○児童各自の観察ノートを作る。

○絵を描いて、気づいたことをメモする。

○観察ノートを発表しあい、体験を共有させる。


	○観察ノート作成時は、調べた生き物の色、形、大きさなどの特徴を意識させる。

○観察の視点を振り返り、生き物とその環境とのかかわりを意識させていく。

○児童の観察体験を共有させる。

○理科等の自由研究の課題として、目標をもった学習につなげる。

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


＜参考資料＞

■いわての森林の恵みガイドブック
このガイドブックは、小学校５年生の社会科学習で活用していただくことを想定し、森林のもつはたらきや、森林と人のかかわり、森林の仕事や木材の利用について、岩手県内の事例等を交えながら紹介しています。
　また、校外や各家庭などで自由に学習できるよう、パンフレットに掲載されているQRコードから、タブレット端末等を用いて電子ブック版の閲覧ができるほか、森林学習動画等を視聴することができます。

https://www.pref.iwate.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/019/709/panhumihiraki.pdf

https://www.pref.iwate.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/019/709/panhusassi.pdf

■岩手県県民の森ホームページ
http://kenminnomori.com/gakusyukan.html

■岩手のシカとクマ
http://www2.pref.iwate.jp/~hp0910/tayori/122p4.pdf

■野生動物と人間の共生
https://www.wbsj.org/activity/spread-and-education/toriino/toriino-kyozon/symbiotic-relationship/

■希少野生動植物
　国は、「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」（種の保存法）により、野生動植物が、生態系の重要な構成要素であるだけでなく、自然環境の重要な一部として人類の豊かな生活に欠かすことのできないものであるとして、絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存を図り良好な自然環境を保全する取り組みを進めています。
　令和４年１月現在、国内希少野生動植物種として、アホウドリなど鳥類で45種、ツシマヤマネコなどほ乳類が15種、爬虫類11種、両生類40種、魚類10種、昆虫類52種、二枚貝類２種、陸産貝類48種、甲殻類6種、維管束植物198種の計427種が指定されています。

■希少野生動植物・レッドデータブック
　岩手県では、県独自の「いわてレッドデータブック」を定めて希少動植物の保護に努めています。
https://www.pref.iwate.jp/kurashikankyou/shizen/yasei/rdb/1005479.html

■種の保存法
https://elaws.e-gov.go.jp/document?lawid=404AC0000000075
[bookmark: _GoBack]国は、「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律（通称：種の保存法）」（平成5年施行）によって、絶滅のおそれがある野生生物の国内での取扱いを規制しています。こうした希少生物の違法取引が後を絶たないことから、平成25年6月の改正では、罰則の大幅強化などが盛り込まれました（同年7月より一部施行）。
[image: C:\Users\201op\AppData\Local\Microsoft\Windows\Temporary Internet Files\Content.IE5\XY3N93YH\LCES190226.png]
資料：環境省ウェブサイトから転載

○見る・知る・行動する、生物多様性
［環境省（生物多様性センター）］
http://www.biodic.go.jp/biodiversity/about/sokyu/index.html
生物多様性とは何かを学び考える

○日本の自然環境と生きもののつながり　−生態系の多様性
［環境省（生物多様性センター）］
http://www.biodic.go.jp/biodiversity/about/sokyu/sokyu02.html
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